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V132a NASCO (NANTEN2 Super CO Survey as Legacy)の概要と進捗報告
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我々は、小中質量星・大質量星の形成、超新星残骸、高銀緯分子雲、銀河系中心の星間現象を解明するため、
NANTEN2で一酸化炭素分子CO(J = 2 –1, 1 – 0)輝線を観測している。福井らは宇宙背景放射観測衛星 Planck

によるサブミリ波のダスト放射を利用し、水素原子HIと分子H2を精密に定量する方法を見出した (Fukui et al.
2014 ApJ, Fukui et al. 2015 ApJ)。次の課題は、星間ガスの原子–分子相転移の物理を解明することである。そ
こで、全天約 70%をカバーする NASCO (NANTEN2 Super CO Survey as Legacy) を推進している。現在、マ
ルチビーム受信機と望遠鏡の制御システムを開発している。
この受信機の仕様は、4ビームの 115 GHz帯両偏波 SSBと 1ビームの 230 GHz帯両偏波 2SBを合わせたマル

チビーム受信機である。本受信機の特徴は 1) 冷却光学系を用いることで 115 GHz帯と 230 GHz帯の同時観測可
能な光学系である (加藤他本年会）、2) 109-117 GHz帯集積導波管回路により 12,13CO(J = 1 – 0)、C18O(J = 1
– 0)を観測できるコンパクトな受信機である (堤・長谷川他本年会)、3) 受信機チューニングの自動化 (漆原他本
年会)である。また、Python による望遠鏡の装置制御モジュールの開発と観測プログラムの移植も進め (兵頭他
本年会)、膨大なデータ量に処理するための計算機リプレイスや広域な観測を効率良く実施するための観測プログ
ラム自動化を進めている (岩村他本年会)。本公演では、NASCOの概要と開発の進捗について報告する。


